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　　　少子高齢化が進むと…
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労働力人口が減少

経済の規模が縮小

働く世代の負担が増大

働く世代の所得が減少

家族の形態が変化

子どもの成長への不安

時代にあった取組が必要

　

共働き世帯、
増えています

　共働き世帯は年々増える傾
向にあります（図２）。
　また、国の調査結果では、男性
も女性も半数近くの方が「女性は子ど
もが生まれてもずっと働き続けるのが
よい」と回答しており、皆さんの意識
も変化しています。
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図２　共働き世帯数の移りかわり(日本全体で)
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図１　出生数の移りかわり(日本全体で)


